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平
成
26
年
度
の
栃
木

県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議
会
の
事
業

も
す
べ
て
滞
り
な
く
終
了
で
き
ま
し
た
こ

と
、
ま
ず
は
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
健
生
協
創
立
15
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
別
な
想
い
も

あ
り
何
か
記
念
に
残
る
事
業
を
と
、
み
な
さ

ん
で
討
議
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
企
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
老
後
の
た
め
に
」 

～
親
も
自
分
も
～
と
い
う
企
画
は
、
今
後
の 

健
生
協
の
活
動
に
一
つ
の
方
向
性
を
感
じ 

ま
し
た
。
大
勢
の
参
加
者
で
、
会
場
も
い
っ 

ぱ
い
。
お
断
り
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
、 

申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

講
演
内
容
も
充
実
し
て
お
り
、
参
加
者
の

表
情
も
「
い
き
い
き
」
と
し
て
、
き
っ
と
帰

宅
し
た
ら
受
講
者
の
み
な
さ
ん
は
家
族
や

介
護
施
設
の
中
で
、
愛
の
シ
ャ
ワ
ー
を
た
く

さ
ん
振
り
ま
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
心
が

温
か
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
道
な
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

さ
て
27
年
度
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か

っ
て
前
進
す
る
た
め
、
役
員
改
選
を
行
い
新

た
な
門
出
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
健
生
協
の
現
状
の
課
題
、
会
員
が
す
ぐ

に
集
ま
り
討
議
し
決
定
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
中
々
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
で

す
。
会
員
が
栃
木
県
全
域
に
散
ら
ば
っ
て
い

て
、
そ
れ
で
も
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の 

 

は
、
会
員
各
位
の
熱
意
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
問
題
点
を
克
服
し
な
が 

ら
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、
求
め
ら 

れ
て
い
ま
す
。 

 

次
年
度
は
新
会
長
の
も
と
、
新
た
な
出
発 

を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か 

ら
は
、
一
会
員
と
し
て
健
生
協
を
応
援
し
て 

い
き
ま
す
。
２
年
間
、
微
力
な
が
ら
会
長
と 

し
て
努
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
ご 

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま 

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

栃
木
県
協
働
事
業
に
よ
る 

「認
知
症
予
防
講
演
会
」開
催 

 
 

研
修
部 

早
川
久
子 

 
 

平
成
２７
年
１
月
１７
日
（
土
）
午
後
一
時
三 

十
分
か
ら
パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参 

画
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
）
で
行
わ
れ
た
。 

講
師
に
、
増
田
末
知
子
氏
（
高
齢
者
リ
フ 

レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
予
防
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
・
折
り
梅
所
長
）
を
お
招
き
し
た
。
演
題

と
し
て 

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
老
後
の
た
め
に
」 

 
 
 

～
親
も
自
分
も
～  

参
加
者
は
医
療
従
事
者
・
介
護
支
援
・
介 

護
予
防
事
業
関
係
者
・
福
祉
関
係
者
・
認
知 

症
に
関
心
の
あ
る
方
達
等
７１
名
が
参
加
さ 

れ
た
。
健
生
協
会
員
13
名
が
講
演
を
支
え
た
。 

 
 

講
師
の
増
田
先
生
は
静
岡
県
静
岡
市
在
住
、 

 

総
合
病
院
看
護
師
長
等
を
歴
任
。
退
職
後
、 

認
知
症
に
罹
患
し
た
患
者
さ
ん
た
ち
の
引 

 

き
戻
し
を
目
的
に
、
運
営
さ
れ
て
い
る
「
認 

知
症
予
防
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
・
折
り
梅
」
の 

開
設
に
至
っ
た
経
緯
と
実
践
活
動
を
、
Ｄ
Ｖ 

Ｄ
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
丁
寧
に
説
明
さ 

れ
た
。
認
知
症
に
罹
患
さ
れ
た
方
達
に
対
す 

る
関
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
そ
の
方
の 

脳
の
機
能
回
復
に
有
効
な
認
知
症
予
防
ゲ 

ー
ム
ス
リ
ー
Ａ
と
は 

「
明
る
く
・
頭
を
使
っ
て
・
あ
き
ら
め
な
い
」 

の
頭
文
字
を
試
行
錯
誤
し
考
案
（
２０
の
ゲ
ー 

ム
）
さ
れ
た
。
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
を
、
丁 

寧
に
優
し
く
繰
り
返
し
利
用
者
さ
ん
た
ち 

に
関
わ
る
（
優
し
さ
の
シ
ャ
ワ
ー
）
こ
と
が
、 

い
か
に
大
切
か
を
具
体
的
な
事
例
を
示
し 

な
が
ら
講
演
さ
れ
た
。
参
加
者
は
そ
の
内
容 

に
関
心
と
興
味
を
示
さ
れ
熱
心
に
学
ん
で 

お
ら
れ
た
。 

講
演
会
の
後
半
は
、
２
人
一
組
で
褒
め
合 

う
ワ
ー
ク
の
手
法
で
会
場
が
、
笑
顔
と
笑
い 

声
で
溢
れ
た
。
そ
の
後
、
認
知
症
予
防
ゲ
ー 

ム
・
ス
リ
ー
Ａ
を
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も
大 

変
興
味
を
持
ち
熱
心
に
参
加
し
た
。
講
演
後 

会
場
か
ら
の
質
問
に
具
体
的
に
丁
寧
に
答 

え
て
い
た
だ
い
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄 

せ
ら
れ
認
知
症
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が 

伺
え
た
。 
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   
 

広
報
部
会 

広
報
会
長 

藤
田 

三
夫 

 

１
．
会
報
発
行 
年
１
回 

 
 

・
第
20
号 
３
月 

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新 

当
会
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
る 

 


 

事
業
部
会 

事
業
部
会
長 

黒
宮 

ヤ
ヨ
イ 

 

１
．
歩
こ
う
会 

年
３
回 

 

・
５
月
２１
日
（
水
） 

星
野
遺
跡
と
石
灰
の
生
産
現
場 

 

・
７
月
２８
日
（
月
） 

平
成
の
森
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う 

 

・
１０
月
１０
日
（
金
） 

 
 
 

日
光
を
満
喫
し
よ
う 

２
．
夢
さ
く
ら
博
出
店 

 
 

・
１０
月
２５
日
（（
土
）） 

 
 
 
 

自
彊
術
と
笑
ヨ
ガ 

３
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

・
１１
月
１
日 

（
大
田
原
ふ
れ
あ
い
の
丘
） 

４
．
１５
周
年
記
念
講
演
会 

 
 

・
１
月
１７
日
（
土
） 

 

講
師 

増
田
未
知
子
氏 

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
老
後
の
た
め

に
」 

～
親
も
自
分
も 

～ 

 


 

研
修
部
会 

研
修
部
会
長 

福
田 

越
子 

 

１
．
研
修
部
会
の
開
催
（
４
回
） 

 
 

・
定
例
会
の
午
前
中
開
催 

２
．
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
の
開
催 

・
７
月
２０
日
（
日
） 

・
７
月
２７
日
（
日
） 

・
８
月
２
日
（
日
） 

 

３
．
出
前
講
座
へ
の
講
師
派
遣 

・
笑
い
ヨ
ガ 

 

・
９
月
３
日
（
水
） 

 
 

さ
く
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
て 

 
・
１０
月
２５
日
（
土
） 

 
 
 

ゆ
め
さ
く
ら
博 

 

・
１０
月
３１
日
（
金
） 

 
 
 
 

み
や
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
」 

 
 

・
１
月
２０
日
（
火
） 

 
 
 

那
須
塩
原
市「
生
き
が
い
サ
ロ
ン
」 

 

４
．
講
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

 
 

・
６
月
22
日 

（
日
） 

 
 

・
８
月
・
10
月
の
研
修
部
会
で
講

師
登
録
の
た
め
の
模
擬
体
験 

鈴
木
羊
子
・
飯
塚
和
之 

５
．第
５
回
健
康
生
き
が
い
学
会
参
加 

・
８
月
６
・
７
日 

 

 
 
 

 

武
田
裕
・
福
田
越
子 

６
．
第
２２
回
健
康
生
き
が
い
づ
く
り 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
大
会
参
加 

・
１１
月
８
・
９
日 

島
方
正
敏
・
武
田
裕
・
福
田
越
子 

   
 

広
報
部
会 

広
報
部
会
長 

藤
田 

三
夫 

 

１
、
会
報
発
行 

年
２
回 

 
 

・
第
２１
号 

９
月 

 
 

・
第
２２
号 

３
月 

 

 

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実 

 

当
会
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
る 

 
 

事
業
部
会 

事
業
部
会
長 

黒
宮 

ヤ
ヨ
イ 

 

１
． 

歩
こ
う
会
の
開
催
（
年
２
回
） 

５
月
15
日
（
金
）
益
子
方
面 

１０
月 

未
定 

 

２
．
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム 

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座 

６
月
２０
日
（
土
）
２１
日
（
日
） 

 

３
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

１２
月
５
日
（
土
） 

 

 


 

研
修
部
会 

研
修
部
会
長 

福
田 

越
子 

 

 

１
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
の
開
催 

 

９
月
６
日
（
日
）
１３
日
（
日
）
、 

２７
日
（
日
）
の
３
日
間 

２
、
出
前
講
座
へ
の
講
師
派
遣 

 

３
、
講
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

 

４
、
健
康
生
き
が
い
学
会
・ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
大
会
へ
の

参
加
推
進 

 

 

                 

 

編

集

後

記 

会
員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
会
報

２０
号
は
新
た
な
活
動
（
笑
い
ヨ
ガ
）

情
報
な
ど
楽
し
い
記
事
を
満
載
し
て

お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
一
層
紙
面
の
充
実
に

務
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

広
報
部
員
一
同 

事

務

局

便

り 

平
成
２７
年
度
も
会
員
各
位
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
平
成
２７
年
度
定
例
会 

 

６
月
、
８
月
、
１０
月
、
１２
月
の 

 
 
 

第
一
日
曜
日
に
開
催
予
定 

＊
平
成
27
年
度
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
９
月

中
に
実
施
予
定
（
前
年
度
は
７
月
） 

平
成
26
年
度
各
部
事
業
報
告 

平
成
27
年
度
各
部
事
業
計
画 


